
現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

121,696 52,166 17,083 52,447

令和3年度評価
基準
令和2年度実績
受給者数
1,395人
助成件数
30,790件
助成金額
112,796,884円

重度心身障が
い者医療費補
助金

重度心身障が
い者医療費高
額療養費等返
還金 令和3年度実績

受給者数
1,385人
助成件数
31,823件
助成金額
119,129,433円

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-4 地域福祉の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-4-3 医療援護の推進

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

保
険
年
金
課

重度心身障がい者医
療費助成事業

重度心身障がい者（1、2級の身体障が
い、3級の内部障がい、重度の知的障が
い、1級の精神障がい）が医療機関等にか
かったときの医療費のうち、健康保険診
療の自己負担額の一部を助成する。

受給者数　1,385人
（障510人、障老875人）

助成件数　31,823件
助成金額　119,129,433円

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

医療費の助成により、重度心身障がい者の保健の向上に資し福祉の増進を図るために重要な事業であることから、現状継続とする。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

16,922 8,194 261 8,467

令和3年度評価
基準
令和2年度実績
受給者数
1,396人
助成件数
7,302件
助成金額
14,712,511円

ひとり親家庭
等医療費補助
金

ひとり親家庭
等医療費高額
療養費等返還
金 令和3年度実績

受給者数
1,398人
助成件数
7,538件
助成金額
16,339,013円

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

医療費の助成により、ひとり親家庭等の保健の向上に資し福祉の増進を図るために重要な事業であることから、現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

保
険
年
金
課

ひとり親家庭等医療
費助成事業

ひとり親家庭等の母又は父と子が医療機
関等にかかったときの医療費のうち、健
康保険診療の自己負担額の一部を助成す
る。

受給者数　1,398人
（親554人、児童844人）

助成件数　7,538件
助成金額　16,339,013円

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-4 地域福祉の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-4-3 医療援護の推進



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

115,520 26,631 61 88,828

令和3年度評価
基準
令和2年度実績
受給者数
5,904人
助成件数
63,214件
助成金額
96,241,441円

乳幼児等医療
費補助金

子ども医療費
高額療養費等
返還金

令和3年度実績
受給者数
5,729人
助成件数
67,810件
助成金額
110,924,035円

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

医療費の助成により、子育て世帯の経済的負担の軽減と子育て環境の更なる充実を図るために重要な事業であることから、現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

保
険
年
金
課

子ども医療費助成事
業

中学生までの子どもが医療機関等にか
かったときの医療費のうち、健康保険診
療の自己負担額の一部を助成する。

受給者数　5,729人
（未就学児2,134人、小学生
2,342人、中学生1,253人）

助成件数　67,810件
助成金額　110,924,035円
うち市単独助成　42,274,919円

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-4 地域福祉の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-4-3 医療援護の推進



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

962 962

令和3年度評価
基準
令和2年度実績
助成者数　59人
助成金額
1,192,180円

令和3年度実績
助成者数　50人
助成金額
952,626円

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

医療費受給者の慢性疾患等による通院費用等の経済的負担を軽減し、福祉の増進を図るため必要な事業であることから、現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

保
険
年
金
課

重度心身障がい者等
通院交通費助成事業

慢性的疾病がある方の経済的負担の軽減
を図るため、通院等に要する費用の一部
を助成する。

助成者数　50人
助成金額　952,626円

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-4 地域福祉の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-4-3 医療援護の推進



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

9,767 5,070 4,697

令和3年度評価
基準
令和2年度実績
インフルエンザ
予防接種2,989
件
肺炎球菌予防接
種
131件

道繰入金 一般会計繰入
金

令和3年度実績
インフルエンザ
予防接種2,906
件
肺炎球菌予防接
種
237件

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-5 健康づくり・地域医療の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-5-1 健康づくりの支援

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

保
険
年
金
課

保健衛生推進支援事
業

健康づくりや健康意識の高揚を図るた
め、健康づくり・体力づくりを実施する
実行委員会等を支援する。また、高齢者
のインフルエンザ・肺炎球菌感染症予防
接種に対し助成を行う。

元気フェスティバル　新型コロ
ナウイルス感染症対策のため中
止
歩くスキーの集い（2月13日実
施）
インフルエンザ予防接種　2,906
件
肺炎球菌予防接種　237件

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

健康増進活動等を通じた事業への支援、健康管理上の予防接種などは、健康意識の啓発として重要であり、現状継続とする。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

5,826 5,826

令和3年度【目標】
①対象者に対する栄
養指導実施率50％
②-1 対象者に対す
る保健指導実施率
70％、
②-2保健指導実施者
の医療機関受診率
50％
③-1.2.3
回数8回、人数50人

後期高齢者医
療広域連合受
託事業収入

令和3年度【実績】

①73.1％
②-1 64.8％
②-2 47.4％
③-1.2.3
12回、144人

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-5 健康づくり・地域医療の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-5-1 健康づくりの支援

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

保
険
年
金
課

高齢者保健推進事業

高齢者の心身の多様な課題に対し、きめ
細やかな支援を推進するため、食の個別
相談、後期高齢者健診後の重症化予防保
健指導等を実施する。

①食の個別相談　実60人
②後期高齢者健診事後指導　実
57人

③-1 健康増進講演会　43人（オ
ンライン3会場同時）
③-2 高齢者出前講座　4回　51
人
③-3 ミニ健康講座　5回　50人

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

食の個別相談実施率は達成できたが、健診後の保健指導実施率と保健指導実施者の医療機関受診率は達成できなかった。75歳以上の方はほとんどが医療
機関を受診している状況であるため、評価指標を変更する。（保健指導実施者の医療機関受診率から健診後または保健指導後に医師へ相談した割合へ変
更、集団教育では参加後の意識を追加）



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

12,084 6,987 5,097

令和3年度目標
国保税収納率
(現年度)
96.39％
国保税コンビニ
収納　7,926件

道繰入金 一般会計繰入
金

令和3年度実績
国保税収納率
(現年度)
97.61％
国保税コンビニ
収納　9,703件

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-5 健康づくり・地域医療の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-5-3 国民健康保険事業の適正な運営

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

保
険
年
金
課

保険税収納率向上対
策事業

保険税の歳入確保により、国保事業の安
定的な運営を図るため、滞納者への的確
な納付相談のほか、コンビニ収納やイン
ターネット公売などを実施する。

国保税コンビニ収納　9,703件
総合情報システム帳票出力等業
務委託

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

非正規雇用や離職者等収入的に不安定な加入者が多いことから、急激な収納率の向上は困難であるが、納税意識の高揚を促し、現年度の収納率の着実な
向上による滞納の防止に向け取り組むために必要な事業であることから、現状継続とする。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

15,387 13,453 1,934

令和3年度評価基
準
令和2年度実績
レセプト点検等業
務委託　193,178
枚
第三者行為求償委
託　13件
ジェネリック医薬
品切り替え率
19.2%

道繰入金他 一般会計繰入
金 令和3年度実績

重症化予防通知
14通
レセプト点検等業
務委託　196,736
枚
第三者行為求償委
託　12件
ジェネリック医薬
品切り替え率
10.9%

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-5 健康づくり・地域医療の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-5-3 国民健康保険事業の適正な運営

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

保
険
年
金
課

医療費適正化対策事
業

医療費通知やレセプト点検、ジェネリッ
ク医薬品差額通知、第三者行為求償事
務、柔道整復療養費適正化事業、重症化
予防（糖尿病性による人工透析を防ぐ）
ための保健指導等により医療費適正化を
図るとともに、広報紙により被保険者へ
保険・健康情報を提供する。
また、平成29年度に策定したデータヘル
ス計画のPDCAサイクルにより、効率的か
つ効果的な保健事業の推進を図る。

重症化予防通知　14通
医療費通知　6回　延べ38,018通
レセプト点検等業務委託
196,736枚
第三者行為求償委託　12件
2,496千円を収納

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

医療費の適正化を図るうえでレセプト点検・第三者行為求償等は必要な事業であり、特に、重症化予防の取組みは第２期データヘルス計画・第３期特定
健診等実施計画において短期目標、中長期目標を掲げ取り組むこととしているため、現状継続とする。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

55,033 20,802 34,231

令和2年度特定健
診受診率（目
標）48.0％
令和2年度特定保
健指導実施率
（目標）62.0％

特定健康診査
等負担金他

一般会計繰入
金

令和2年度特定健
診受診率（法定
報告値）34.9％
令和2年度特定保
健指導実施率
（法定報告値）
55.7％

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-5 健康づくり・地域医療の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-5-3 国民健康保険事業の適正な運営
事業を休止や終了とするもの

財源内訳（単位：千円）
実績等 評価基準

一次
評価

二次
評価

現状継続

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

特定健診受診率、特定保健指導実施率が目標値に達しなかった主な原因として、コロナ禍による健診の受診控えや対面による保健指導の難しさが考えられ
る。対応策として、AIを活用したデータ分析による受診勧奨通知やZOOM（オンライン）を活用した保健指導を実施している。今後も引き続き目標達成に向け
て取り組んでいくため、現状維持とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

保
険
年
金
課
・
健
康
推
進
課

特定健康診査・特定
保健指導事業

生活習慣病の発症や重症化の予防を図るた
め、30～39歳に国保30歳代健診、40～74歳
に特定健康診査及び特定保健指導、二次健
診を行う。また、55歳到達者への特定健
診・がん検診同時実施無料券の配布を行
う。

かかりつけ医情報提供書手数料　540
件
特定健診等受診券発行　10,222人
特定健診委託　2,861件
特定健康診査二次健診委託　39件
国保30歳代健診委託　76件
55ドック委託　15件
特定保健指導　実155人

現状継続

担
当
課

事業名 事業内容 事業費


